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平成２４年度 後期生徒会スローガン １０/１２ 答弁前の専門委員長

ほ う お ん し ゃ と く

『「恩に報い徳に謝す」とも読むことができます。今

まで受けた多くの人からの恩や助けに善意の心で報い，

全てのことに関して感謝の気持ちをもつことを意味し

ています。』（「平成２４年度後期生徒会議案書」より）

今回も，各クラスの質問に対して答弁するリーダー

の存在感が際立ちました。その様子をしっかりと聴き，半年間の生徒会活動を託そう

とする全校生徒の姿も立派でした。けっしてオーバーではなく，日本の将来も託した

いと思っています。

まじめに取り組むことが一番です。それこそが信頼そのものにつながっていきます。

誠実に，そして勤勉に。日本人が，最も得意とすることです（でした？）。明星中は，

いつからかそれを具体化する中学校として

継承されているように思いました。

「旭川市の公園」絵画展 入選

日谷 優太君（１－３） 原口 果菜さん（１－３）

菊池 沙生さん（１－１） 佐々木 萌さん（１－３）
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１１月２６日（月）１校時，体育館にて「ユニセ

フハンドインハンド集会」が行われました。この全

校集会でも，生徒会本部役員が見事な企画・運営ぶ

りを発揮してくれました。「ユニセフとは？募金の

行方は？何に使われるのか？」等，活動の趣旨が理

解できるよう，工夫されたプレゼンが準備されまし

た。なかでも，Q＆A方式で解説された「アンサー」

は，１年生の本部役員４名が，原稿なしで行い，会

場が驚きに包まれました。本校では，平成３年から

行われている伝統行事の一つです。毎年毎年，リレ

ーされて今日に至っているのです。買い物公園で，

募金活動をしていると，「私も明星の卒業生です。」

とか「明星中の時，ハンドインハンド，やりました。」，

「頑張って下さい」と初対面の人に言われることが

少なくありま

せん。今年，

自らボランテ

ィアに志願し

た１・２年生

は１５８人。２４人の先生

方と一緒に，１３時頃から

１４時頃まで，宮下通から

３条通にかけて，大きな声

を響かせます。 ↑ ○×クイズに取り組む全校生徒

←

わかりやすく

そして正しく解説

する１年生本部役員

☆本部役員

会長 戸田 莉子（２－２）
副会長 河村 凪紗（２－３）
副会長 図所 英晃（２－１）
書記長 松井 和（２－２）
書記次長 長谷川真衣（１－２）
書記次長 堀江 月（１－３）
書記 竹本 光陽（１－１）
書記 大原 璃子（１－１）

☆専門委員会

生活委員会

委員長 本田 絢嫁（２－３）
副委員長 髙橋 洸（２－１）

美化委員会

委員長 杉村 海飛（２－２）
副委員長 藤原 有彩（２－３）

保体委員会

委員長 沼田 兼裕（２－１）
副委員長 柴田 聖也（２－２）

文化委員会

委員長 村上隆一朗(２－３）
副委員長 平原 李留（２－３）

図書委員会

委員長 丸田 真琴（２－３）
副委員長 柿﨑 章吾（２－２)

放送委員会

委員長 岡田麻友香(２－１）
副委員長 弓良 芽生（２－２）

☆学級

１－１

委員長 橋本 楽也
副委員長 吉沢 悠乃

１－２

委員長 三島 洋斗
副委員長 佐藤 舞

１－３

委員長 髙橋 慧伍
副委員長 伊藤 涼佳
２－１

委員長 家入 涼輔
副委員長 鈴木里璃奈

２－２

委員長 阿波加 寬
副委員長 横山 絢乃

２－３

委員長 宮澤 葵
副委員長 星 敬仁

３－１

委員長 佐野ひかり
副委員長 荒井 颯太

３－２

委員長 川口 薫生
副委員長 小室 舞夏

３－３

委員長 中川 尚輝
副委員長 神田 愛

３－４

委員長 工藤 裕基
副委員長 髙橋 渚

明星学級

委員長 宇野 有飛
副委員長 工藤 隆也


